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研究成果の概要（和文）：　第1に、市場の競争機構のみでは技術革新の成果をパレート改善的な社会的厚生の
改善へと寄与できない事を論証した。第2に、技術革新の成果導入を巡る資本家間競争がある場合の市場均衡
が、利潤率と賃金率の分配の如何なる変化を導くかを包括的に理論分析した。第3に、市場の競争機構それ自
体、限界生産力原理に言及する教科書的な説明とは異なり、原理的に所得分配の決定メカニズムとして不完全で
あり、何らかの政治的な所得分配の関与が不可欠な構造となっている事を論証した。

研究成果の概要（英文）：First, it shows that the standard view that dynamic market competition with 
technological innovation could improve everyone’s welfare, in the long run, cannot be verified. 
Second, the effect of capitalist competition in the market economy with technical innovation on the 
functional distribution between wages and profits is examined in a general equilibrium framework. 
Third, it shows that the functional distribution between wages and profits under the Walrasian 
market competition is generically indeterminate.

研究分野： 理論経済学・厚生経済学・分析的政治経済学・数理的マルクス経済学・社会的選択理論・ゲーム理論

キーワード： 技術革新と社会的厚生　ヒックスの楽観主義　技術革新と均衡要素所得分配の動学　スラッファ的均衡
非決定性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　経済学の伝統において、市場競争の下、分業の発展や新技術の革新などの技術進歩とその成果導入への動機付
けによって、生産性の向上と経済成長による社会的厚生の改善、という動学的な効率的配分機能についての見解
が共有されてきた。この伝統的見解は、今日においても「経済成長」政策が強調され、その支柱の1つとして
「技術革新の促進」が語られるように、現代及び将来社会への政策を語る際の基本的思考を方向付けている。こ
うした伝統的見解の理論的妥当性について、本研究成果は、技術変化・革新と市場的競争機構、及び要素所得分
配の関係性を経済理論的に分析する事で検証し、本質的な批判を提示している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
現代経済学における市場経済システムの基礎理論は「厚生経済学の基本定理」のみならず、

市場競争の下、分業の発展や新技術の革新などの技術進歩とその成果導入への動機付けによっ

て、生産性の向上と経済成長による社会的厚生の改善、という動学的な効率的配分機能について

の見解が共有されてきた。この伝統的見解は、今日においても「経済成長」政策が強調され、そ

の支柱の 1つとして「技術革新の促進」が語られるように、現代及び将来社会への政策を語る際

の基本的思考を方向付けている。 

しかし、この伝統的見解は十分な経済理論的基礎づけがあるとは言えない。 

 
２．研究の目的 

技術革新によって経済成長が促進され、社会的厚生の改善と富や所得の分配の平等化がもた

らされるか否かという論点は、現代経済学においても尚、解明されたとは言い難い。この点に関

連して、トーマス・ピケッティは、経済成長は必ずしも所得分配を平等化させない事、要素所得

分配を市場の競争機構のみで説く限界生産力説では現代の貧富の格差を説明できない事を論じ、

リカードやマルクスの視角を生かして、複数の生産部門間での相対価格の変化や労資間の交渉

などの政治的分配の制度などの要因も観察可能な枠組みの下で、技術変化とそれに対応する所

得と富の分配のメカニズムを解明すべき事を主張している。これらの長らく顧みられなかった

論点を現代ミクロ経済理論の手法の下で理論的に解明することによって、従来の教科書的学説

の眺望を超える新たな知見を得ることが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 

(1) 市場の競争機構による作用を超えた所得分配の仕組みについての固有の分析の必要性

を明晰化すること。第 1に、市場の競争機構のみでは技術革新の成果をパレート改善的な社会的

厚生の改善へと寄与できない事を異時点間資源配分問題の論脈でも確認する。第 2 に、市場の競

争機構を通じて決定される技術革新も、人々の自由な自己発展の機会拡大と、自然環境との持続

的共存に寄与するような方向性を担保できず、所得分配の均等化を媒介とする民主的な社会的

意思決定の不可欠性を論証する。更に、市場の競争機構それ自体、限界生産力原理に言及する教

科書的な説明とは異なり、原理的に所得分配の決定メカニズムとして不完全であり、何らかの政

治的な所得分配の関与が不可欠な構造となっていることを論証する。 

(2) 本研究は以下の 3 つの研究から成り、いずれも、研究毎に研究代表者と研究分担者、

及び研究協力者との共同研究として遂行する。 

第 1研究：異時点間資源配分問題における資源配分メカニズムの公理的特徴づけ 

第 2研究：技術革新と資本蓄積・要素所得分配の動学的一般均衡分析 

第 3研究：完全競争均衡の要素所得分配に関する非決定性(indeterminacy)問題の考察 

【平成 30年度】 

第 1研究では、Moulin and Roemer (1986), Roemer (1984), Moulin (1990), Fleurbaey and 

Maniquet (1999), 及び Yoshihara (2003)などの先行研究で提示された基本的公理群を、動学的

異時点間資源配分問題の論脈で再構成し、新たにこの論脈で妥当な公理を定式化する。特に、先

行研究が協同生産経済での資源配分問題や交渉問題などの解に対する公理群として提示してい

るのに対して、市場経済システムをも一例として含む経済システムの性質に関する公理として

の定式化を行い、分析すべき課題を数理的に設定する。 

第 2研究では、技術革新によって技術選択集合が可変的となる様な、より一般化された動学

的一般均衡の枠組みで、技術革新の成果導入を巡る資本家間競争がある場合の均衡経路を、資本



蓄積や要素所得分配の観点から特徴づける。全経済主体が資本蓄積の最大化を目的とする選好

構造を持っている場合についての研究を完成させ、論文として纏め上げる。 

第 3研究は、要素所得分配に関する非決定性問題に関する先行研究全般をレビューする作業

を研究代表者が中心に行い、出発点とすべき先行研究である Mandler (1999)の分析――正常経

済の下では、定常均衡下の要素所得分配の非決定性はジェネリックな性質ではない事を論証―

―の妥当性について検証を行う。これらのレビュー作業を踏まえ、長期定常均衡の条件の適切な

再定式化の提示と、分析すべき課題の定式化を行う。 

【平成 31年度以降】 

第 1研究は、設定した問題枠組みの下での公理的分析を集中的に行い、分析結果を定理とし

て纏めていく。また、その定理の含意を研究討議中心に練り上げ、市場経済システムの動学的観

点からの意義付けに結び付けていく。 

第 2 研究は、平成 30 年度に実施した第 1 段階の研究成果を纏めた論文を、公刊可能な水準

へと磨き上げていく。国際会議やワークショップなどで研究報告を行い、有益なフィードバック

を得て、経済学界一般にアピールするような水準の論文に仕上げていく。 

第 3研究は、平成 30年度の時点で確定した研究課題に即しての理論的分析作業を推進する。

研究代表者は、それぞれの進行状況を踏まえて、適時更なる分析作業の方向性に関する指示を研

究分担者に与え、最終的な論文へと仕上げていく。 

 
４．研究成果 

(1) 第 1 研究「異時点間資源配分問題における資源配分メカニズムの公理的特徴づけ」につ

いては、その成果の１つを『Does Dynamic Market Competition with Technological Innovation 

Leave No One Behind?：An axiomatic study in both deterministic and stochastic frameworks』

として完成させた。技術革新によって社会全体で利用可能な生産可能性集合が時間と共に拡張

する動学経路の下での資源配分メカニズムの性能を公理的に分析する。この論脈における厚生

経済学の伝統的なヴィジョンであった「ヒックスの楽観主義」を 1つの公理として定式化し、市

場の完全競争メカニズムが「ヒックスの楽観主義」を満たすか否かが主要な関心であった。ここ

で、決定論的な枠組みでの資源配分メカニズムであろうと、あるいは 1つの確率分布を賦与する

資源配分メカニズムであるかに関わりなく、パレート効率的で個人合理的な如何なる配分メカ

ニズムであって、「ヒックスの楽観主義」を満たすものは存在しないという一般不可能性定理を

導いた。この不可能性定理は、技術革新の便益に関する市場経済への楽観視への警告という含意

を持つ。 

また、付随的成果として論文『Minimal autonomy and increasing returns to scale: a 

dilemma』を完成させた。現代経済のデジタル化の下で、リベラリズムの価値が維持され得るか

否かが問われる状況にある。デジタル経済においては、「規模の経済」(＝生産技術の収穫逓増性)

の存在が本質的な特徴を有するが、この論文では、社会全体で利用可能な生産可能性集合が収穫

逓増な性質を有する様な経済環境下での資源配分メカニズムが、果たして経済的自由主義の原

理を維持し得るか否かを、公理的に分析している。経済的自由主義に関する最小限の条件として、

すべての個人の自律的な生の尊厳を保証するような最小限の初期賦存を設定する「最小限の自

律性」という公理を定式化した。また、この公理を満たす資源配分メカニズムは、収穫逓増的な

経済環境の下では、一般に存在しない事を示した。この不可能性定理は、デジタル経済下で問題

視されるようになっている「勝者の総取り」的資源配分状況には確かな理論的根拠がある事を示

唆するものである。 



(2) 第 2 研究「技術革新と資本蓄積・要素所得分配の動学的一般均衡分析」に関しては、技

術革新によって技術選択集合が可変的となる動学的一般均衡の枠組みで、技術革新の成果導入

を巡る資本家間競争がある場合の異時点間均衡移行についての理論分析をまとめた論文

『Technical Change, Capital Accumulation, and Distribution』を完成させた。本論文では、

技術革新の成果導入を巡る資本家間競争がもたらす均衡移行に関して、複数の生産部門間での

相対価格の変化や労資間の交渉などの政治的分配の制度などの要因も観察可能な枠組みの下で、

技術変化とそれに対応する所得と富の分配のメカニズムを理論的に解明している。主流のマク

ロ内生的経済成長論でも技術革新と所得分配の動学については関心が寄せられてきたが、本論

文ではかつてアトキンソン＝スティグリッツが提起していた「局所的な技術革新」がもたらす競

争的資源配分のメカニズムを明示的に理論分析している。また、技術革新と所得分配の均衡動学

については、数理マルクス経済学における「置塩定理」等の研究成果が知られているが、本論文

はそれらの既存研究とも異なり、生産要素市場における需給条件も明示的に考察するより包括

的な一般均衡分析を行っている。結果的に、労働生産性が向上し、資本収益性が改善するような

均衡移動のケースのみならず、技術革新の成果導入後の均衡利潤率が低下するという「資本家間

囚人のディレンマ」的状況も存在し得る事を指摘するなど、従来の知見を超える、豊かな知見が

新たに得られた。 

(3) 第 3 研究「完全競争均衡の要素所得分配に関する非決定性(indeterminacy)問題の考察」

に関しては、Mandler (1999)の分析――正常経済の下では、定常均衡下の要素所得分配の非決定

性はジェネリックな性質ではない事を論証――の妥当性について検証し、むしろ定常均衡下の

要素所得分配の非決定性がジェネリックな性質を有する事を論証する論文を完成させた。また、

このスラッファ的均衡非決定性は、従来の文献における均衡非決定性の場合と異なり、初期賦存

の非決定性や貨幣の存在などの要因によって説明されるものではなく、むしろ経済モデルにお

ける資本概念の定式の仕方に関する新古典派と古典派・マルクス派の論争問題に関わってくる

事を明らかにした。また、関連して、前産業社会期の世界経済における国内経済並びに国際貿易

の異時点間競争均衡における要素所得分配の非決定性に関する研究を行い、それぞれディスカ

ッション・ペーパーとして完成させた。 

 

以上の研究成果は、いずれも現在、学術誌に投稿・審査の過程にある。 
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